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アンサンブルズーー大友良英が2008年 に

YCAMで開催 した大規模展の題名でもあったこの
ことばは、音楽のみならず美術からある種の組織論

まで、大友の協働の試みの根幹にかかわる方法とい

うより態度、態度というよりはかまえの一端をしめ

すものであり、アンサンブルのあとの複数形のSは

ら、たつ以上の作品や行為や集団や個人がともにある

ことを意味するとともに、特定の中心をもたず、そ

れらがゆるやかにかかわりあう場を思わせる、その

名称を私たちの暮らす街の名前の前につけた 〈アン

サンブルス東京〉は「自分の手で作り上げる音楽祭」

を言Eい、ディレクションを担当する大友良英のほ

か、第 3回 となる今回は坂本美雨とCANTUS、 芳

垣安洋とOrquesta Nudge!Nudge!、 UA+稲葉俊

郎といった多彩なラインナップだったが、その人選

の狙いについての私の問いにたいする大友の答えは

ちょっと意外なものだった。

「参加型フェスなので全部俺の采配で決めるのは

よくないと思っていて、みんなにもいろんなアイデ

アを出してもらって、決まったらコントロールしな

いようにしていたの」 (大友)

私はてっきり大友さんが全部決めているのだと

思っていました。大友良英のディレクションと謳っ

ているのだから。それがフタを開けてみたら思った

よりゆるかった、というと失礼だけれども、肩肘張

らない在り方はむしろ好もしい。参加型フェスとは

つまり枠組みづくりのときからはじまっていたので

ある。

このたびの 〈アンサンブルズ東京〉は上述の4

組に加え、おなじく大友が参加するプロジェクト

FUKUSHIMAlに よる「大風呂敷」企画をふくめ、

5つのプロジエクトで構成し、個別に開催する事前

のワークショップを経て本番にのぞむ。取材日にあ

たった本番前日には、渋谷にあるレッドブル・スタ

ジオ東京にて、坂本美雨とCANTUS、 ∪A+稲葉
俊郎、大友良英スペシャルビッグバンド、芳垣安洋

とOrquesta Nudge Nudgelが ワークショップを

ひらいていた。その合間を縫って取材に応じてくれ

たのは大友、UA、 稲葉俊郎の三者。UAは 7年ぶ

りの新作『」apo』 を昨年リリースしており、大友

と稲葉はひと月ほど前共著『見えないものに耳をす

ます～音楽と医療の対話Jを刊行したばかりだった

が、稲葉の参加もやはり大友の依頼によるものでは

なかった。参加を打診されたUAが交流のあった稲

葉に声をかけたのだという。

「先生との出会いは縁としかいいようのないもの

でした。稲葉先生の奥さんと知り合いだったのも

あって、ある日一緒に食事する機会にめぐまれたん

ですね。じつは 〈アンサンブルズ東京〉の日には別

のツアーを仮で入れてしまっていたので参加を決め

かねていたんですが、先生とお話ししているうち

に、ふつふつと私にもなにかできるのかなという気

になってきたんです」(UA)

「そのへんの話をしたのも大友さんともかかわり

があるんですよ。3・ 11以後の日本の未来を考え

たとき、なにをすればいいのかと考えていたんで

す。ただ原発いらないといえばぃぃのかと考えたと

きに、やっぱりそうじゃないと思った。ぜんぜんち

がうジャンルのひとと、でもおなじようなことを考

えているひとと、だれも見たことのないものをつく

らないといけないと強く思いました。未知のものを

つくって提示することで、私たちはこっちに行きた

かったんだと思えるようにしたい。そのときに、ぼ

くは医者なので、そこには限界があって、ほかのジャ

ンルのひとたちとそういった思いを共有しなければ

ならないと考えて外に出はじめたんです」 (稲葉)

文中の発言のとおり、稲葉俊郎は現役の医師であ

るとともに東京大学病院の循環器内科の助教でもあ
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る。医療と音楽という異なる分野が出会い未知のも

のが生まれる一―その発言の根底にあるのはおそ

らく人間にたいする洞察における共通性である。大

友との前述の共著で稲葉は理想の医療について「体、

心、命といった人間の全体性を扱いながら、あらゆ

る多様性を尊重して、未知なものとの対話や調和」

をめざしたいと答えている。生物としての総和はも

とより社会や世界でそれが生きることの意味をふ

まえてひとをみる。そのような人間観はやがて境界

を越え未知の領域ににじみだしていく。音楽と医療

がかさなりあう可能性はすくなくないし、そもそも

身体という共通事項を携えているのはここにいる3

人も音楽祭の参加者も私たちもかわりはない。∪A

と稲葉のワークショップでは「声をだす、声をきく」

ことをテーマに掲げていた。声もまた身体にとって

根源的な要素であるだけでなく音楽の原初の響きで

もある。

「声を出すのと耳をすますのは表裏一体なんです

ね。みんな知らず知らずのうちにフタをしていると

思うんですよ。都会のひとってノイズにとりまかれ

ているし、無音の場所がほとんどない。自然がほぼ

ない場所にいるなかで、でもひとは本来自然のもの

じゃないですか。自分のなかに耳をすまし隣のひと

にも耳をすます」と∪Aはいう。「それが結果的に

輪になってつながっていくんですね」と稲葉俊郎は

発言をひきとった。取オオ後のワークショップではふ

たりのことばを裏づけるように車座の参加者たちが

自身を内側に目を凝らすように声を出し耳を傾けて

いる。おなじ建物の上階では100人からの参加者

を募った大友良英のスペシャルビッグバンドが種々

雑多な音を発している。こぶりなノイズマシーンか

ら立派な各種管楽器とかギターとかバンド然とした

楽器持参の方がおられる一方で、かぶりものの親子

まで、遠方からの参加者もちらほらいる雑多な集団

を大友良英は簡単なサインと身ぶり手ぶりでアンサ

ンブルに変貌させていく、というより、きっかけひ

とつあれば、ひとは息を合わせるのだという合奏の

よろこびの原点がその場にはあった。

一方で大友は「集まることがいいこととばかりと
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はかぎらない」ともいう。その発言の背景にも福島

での経験があった。もめごとが起こるかもしれない

し、ひとつの問題について話し合ってもうまくいか

ないかもしれない。「それでもなんとかしなきゃい

けないときになんとかする術はやっぱりあって」大

友の出した答えが「お祭」だった。むろん十把―絡

ι力こ祭といっても、作り方をまちがえるとイヤな方

向に進まないともかぎらない。世の中にはそのよう

な祭が掃いて捨てるほどあるし、「よくよく考える

と、バイトのマニュアルがいっぱいあるのも学校の

窮屈な感じも人間関係の作り方と似たようなものだ

からそうじゃないことができる場所をつくろうとい

うのは一イロある」と大友はいう。場をつくるといっ

ても、なんでもいいというのではない。場というの

はあくまで音楽の場なのだ、と大友はことばをかさ

ねる。場は開かれていなければならないが音楽をな

おざりにするのではない。むろん 〈アンサンブルズ

東京〉も例外ではない。坂本美雨とCANTUSが舞
台にかけた《赤とんぼ》や宮沢賢治の詩による《星

めぐりの歌》はじめ、とりあげた楽曲はけっしてむ

ずかしいものではなかったが、高度な手法を求める

由がそのように響くともかぎらない。大友はスペ

シャルビッグバンドのワークショップで即興の指揮

に使ったサインはブッチ・モリスがコンダクション

にもちいたものを簡略化したものだと

説明したが、かぎられたサインだから

といって音楽は単調になるどころか、

参加者の多様性が演奏の幅を押し広げ

てくのは、カーデューのスクラッチ・

オーケストラというより、飛躍を承知

でいえば、バンク以後の DIYの響き

をもつものであり、そう感じたのはス

キル以前に参加者の解釈のゆたかな階

調のせいだった。

音の背景には微細なこころの動きが

ある。稲葉俊郎は本番の会場となった

東京タワーについて「朝鮮戦争で日本

が特需景気になり、戦車があまった。

あまった鉄を使って東京タワーを建て

眩
『大友良英SPECIAL
BIG BAND LIVE AT
SHIN」 UKU PITINN議 描宿
ピットイン50周年記念』
大友良英スペシャルビッグバ
ンド
[ピ ットインレーベル
PL」 -00091

たという話があります。ですから東京タワー自体が

ある種の “鎖魂"のようなものだと、ぼくは裏テー

マで思っています」と述べる。翌日の本番で、UA
と稲葉と20名のワークショップメンバーは正面玄

関前にもうけたステージを降り観客とおなじ目線の

高さで円陣を組んだ。傍目からは儀式っぽいが儀式

につきものの閉鎖的な気配とは無縁である。足下に

はプロジェクトF∪ K∪SHIMAIの大風呂敷が敷き

詰めてあり頭上には吹き流しがたなびいている。タ

ワーを挟んだ南側、 トレーラーの荷台を舞台にした
ステージでは、私が赤羽橋から到着したときには芳

垣安洋とOrquesta Nudgel Nudge!が 佳境を迎え

ていた。おりかさなる打楽器アンサンブルのうねり

が観光客の足を止め見入っているさまは、コンサー

トホールとも巨大な野外フェスともちがう、いちば

んちかいものがなにかといえば、やはり「祭」とこ

たえたくなるなにかであり、思い思いの思いが演奏

に反映し波及する音が聴く者のうちにこだまする、

フェスティヴァルをしめくくった大友良英スペシャ

ルビッグバンドの前の日よりも躍動した演奏を私は

堪能し、終演後にみんなで大風呂敷をたたみ会場を

あとにした。小雨降りしきるあいにくの天気だった

が足どりはいつもより軽やかだった。

:う00K:
『見えないものに、耳をす

ます ―音楽と医療の対話‐』
大友良英 、稲葉俊郎/著
アノニマ スタジオ/KTC
中央出版
ISBN:9784877587680
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